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昨年12月22日、本庄市手話言語条例が成立。本庄市児玉郡広域聴覚障害者福
祉協会等のメンバーが市役所市民ホールに集まり記念撮影を行った。親指・
人差し指・小指を立てたポーズは､｢I Love You｣を表す世界共通のポーズ。

手話で広がる世界

本庄市手話言語条例（前文）
　手話は、音声による言語とは異なり、手指、
体の動きや表情により視覚的に表現する言語
です。ろう者は、意思や感情を伝えるコミュ
ニケーションの手段として、知識や情報を蓄
え、社会生活を営むために手話を大切に育ん
できました。
　しかし、これまで手話を使用しやすい環境
が整えられてこなかったことから、ろう者は、
意思の疎通や情報の取得などで、不便や不安
を感じながら生活をしてきました。
　こうした中で、埼玉県のろうあ団体の創立
者の一人である、本庄市出身の画家持田徹を
はじめとする多くの先人達が手話の地位の確
立のために労苦をいとわない活動を続けた結
果、障害者基本法において手話は言語である
と明記され、手話への理解の広がりと深まり
が求められています。
　これを受け、手話は言語であるとの認識の
下、手話への理解を深め、障害のある人もな
い人もお互いの人格と個性を尊重して、安心
して暮らすことのできる社会を目指して、こ
の条例を制定するものです。

手
話
言
語
条
例
の
整
備
が

全
国
で
進
む

　
平
成
23
年
７
月
29
日
に
改
正

障
害
者
基
本
法
案
が
参
議
院
で

可
決
さ
れ
、
法
の
中
で
「
全
て

障
害
者
は
、
可
能
な
限
り
、
言

語
（
手
話
を
含
む
。）
そ
の
他

の
意
思
疎
通
の
た
め
の
手
段
に

つ
い
て
の
選
択
の
機
会
が
確
保

さ
れ
る
と
と
も
に
、
情
報
の
取

得
又
は
利
用
の
た
め
の
手
段
に

つ
い
て
の
選
択
の
機
会
の
拡
大

が
図
ら
れ
る
こ
と
」
と
さ
れ
、

初
め
て「
手
話
が
言
語
で
あ
る
」

こ
と
が
法
的
に
認
め
ら
れ
ま
し

た
。

　
こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
、
鳥

取
県
が
全
国
の
自
治
体
で
初
め

て
手
話
言
語
条
例
を
制
定
。
２

月
20
日
現
在
、
全
国
で
１
２
８

の
自
治
体
、
埼
玉
県
内
で
も
、

県
を
含
む
14
の
自
治
体
で
手
話

言
語
条
例
が
制
定
さ
れ
、
ろ
う

者
の
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
よ
う
と
い
う
機
運
が
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら
本
庄
市
手

話
言
語
条
例
が
施
行

　
そ
し
て
、
平
成
29
年
12
月
22

日
、
本
庄
市
議
会
に
て
、「
手

話
は
言
語
で
あ
る
と
の
認
識
に

基
づ
き
、
意
思
の
疎
通
が
円
滑

に
進
め
ら
れ
る
環
境
を
築
く
」

こ
と
を
基
本
理
念
に
、
市
の
責

務
と
、
市
民
と
事
業
者
の
役
割

を
定
め
た
本
庄
市
手
話
言
語
条

例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
本
市
の
条
例
の
礎
に
は
、
本

庄
市
出
身
で
、
埼
玉
県
ろ
う
者

協
会
初
代
理
事
長
の
持
田 

徹 

氏
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。
手
話

言
語
条
例
の
前
文
で
は
、
ろ
う

者
へ
の
職
業
訓
練
な
ど
の
障
害

者
福
祉
に
尽
力
さ
れ
た
持
田
氏

を
は
じ
め
、
先
人
達
の
こ
れ
ま

で
の
努
力
に
も
触
れ
て
い
ま
す
。

ろ
う
者
の
社
会
進
出
の
た
め
に

奔
走
し
た
持
田
氏
の
出
身
地
と

し
て
、
ま
た
、
多
く
の
方
々
の

手
話
へ
の
想
い
を
受
け
、
条
例

が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

日
本
の
手
話
の
歴
史
と
課
題

　
日
本
に
お
け
る
手
話
の
歴
史

は
、
明
治
11
年
に
古
河
太
四
郎

が
京
都
に
日
本
初
の
ろ
う
学
校

で
あ
る
「
京き

ょ
う
と
も
う
あ
い
ん

都
盲
啞
院
」
を
設

立
し
、
そ
こ
で
手
話
に
よ
る
教

育
を
行
っ
た
こ
と
で
始
ま
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
間
も

な
く
、
明
治
13
年
に
イ
タ
リ
ア

の
ミ
ラ
ノ
で
開
催
さ
れ
た
「
ろ

う
教
育
国
際
会
議
」
で
、
相
手

の
口
の
動
き
を
読
み
取
る
「
口こ

う

話わ
ほ
う法

」
で
の
教
育
推
進
が
決
議

さ
れ
る
と
、
日
本
で
も
そ
れ
が

普
及
し
、
昭
和
８
年
に
は
、
口

話
法
の
習
得
に
妨
げ
に
な
る
と

の
考
え
に
よ
り
、
ろ
う
学
校
で

の
手
話
の
使
用
は
事
実
上
禁
止

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
流
れ
は
、

平
成
５
年
、
文
部
省
の
諮
問
機

関
「
聴
覚
障
害
児
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
に
関
す
る
調

査
研
究
協
力
者
会
議
」
で
、
ろ

う
学
校
で
の
手
話
の
使
用
を
促

す
報
告
が
さ
れ
る
ま
で
続
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
口
話
法
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
人
の
聴
力
の
差
に
よ
っ
て

習
得
の
程
度
に
個
人
差
が
出
て

し
ま
う
こ
と
や
、
大
勢
が
多
様

な
意
見
を
話
し
合
う
よ
う
な
会

議
で
口
の
動
き
を
読
む
の
は
難

し
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
手
話
は
音
声
に
よ
る
言
語
と

は
異
な
り
、
手
指
、
体
の
動
き

や
表
情
に
よ
り
視
覚
的
に
表
現

す
る
言
語
で
、
ろ
う
者
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し

て
大
切
に
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
ろ
う
者
が
成
長
し
て

社
会
に
出
る
と
、
周
囲
の
健
聴

者
で
手
話
を
使
え
る
人
は
少
な

く
、
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
、
手
話
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
場
面
は

か
な
り
限
ら
れ
た
も
の
と
な
っ

て
し
ま
う
の
が
現
状
で
す
。

用
語
解
説

●
ろ
う
者

　
耳
が
聞
こ
え
な
い
人
の
う
ち
、

手
話
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
っ
て
日
常
生
活
を
送
る
人

の
こ
と
。

●
健
聴
者

　
聴
機
能
に
障
害
の
な
い
人
の

こ
と
。

　本庄市生まれ。埼玉県ろう者協
会初代理事長。
　ろう者の福祉促進を図るため、
啓発運動事業として全国初の巡回
映画会を開催。手話通訳者のいな
かった時代に、ろう者の就職・縁
談の手助けや、行政交渉など、寝
食を忘れてろう者のために精力的
な活動を行った。「第２回関東地区
ろうあ者スキー大会」開催に向け
準備に当たっていたところ、国鉄
大宮駅のプラットホームで脳卒中
で倒れ、志半ばで 53年の生涯を閉
じた。

手話が広がり、ろう者も健
聴者も当たり前のように手
話でやりとりできる日が来
るかもしれません。

埼玉県ろうあ運動の父

持田 徹  氏（1913 年～ 1966 年）
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―本庄市手話言語条例がもたらすもの―


